
■エジプト：初の原子力発電所、ロシアと建設契約 

エジプト電力・再生エネルギー大臣とロスアトム社総裁は 2017年 12月 11日、エジプト

のエルシーシ大統領とロシアのプーチン大統領の立会いのもと、エル・ダバ原子力発電所

の建設契約に調印した。両国は 2015年 11月、建設コストの約 85%をロシア政府支援のロ

ーンで賄うという条件を含む政府間合意書を締結している。今回調印された契約では、ロ

スアトム社はエル・ダバ原子力発電所に福島後の IAEA 要求を満たす第 3 世代炉

（Generation 3+）VVER1200型原子炉を 4基建設するとともに、設計寿命の期間内に必

要な核燃料を供給する条項が含まれる。また、10年間にわたる職員の教育も含め、運転・

保守の支援、使用済燃料保管用の貯蔵設備の建設や容器の供給も含まれる。初号機の運開

は 2026年を予定している。 

 


